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1 感染症の対応については、「競技会やフライングデイスク教室 (体験)参加時の新型コロナウイルス感染症の
対応についてJを愛媛県障害者フライングデイスク協会のホームページや身障センターの掲示板に掲載する。

今後、状況により急に、競技会や教室 (体験)の中止・延期措置をとった場合の連絡方法は、愛媛県障害者フ

ライングディスク協会のホームページや身障センターの掲示板で行う。

2 最大利用人数は、体育館50人、運動場50人、大会議室60人、研修室20人までとする。
3 競技場では、二つの密 (密間、密集、密接)に配慮して活動する。(人と人との間隔はできるだけ2mを 目安とす
る。)          ・
4 競技会やフライングディスク教室 (体験)の当日の朝、体調不良(平熱を超える発熱)の方は審判や観戦はで
きない。

5 事前に県外往来等の有無を確認し、2週間以内に感染リスクが高い行動履歴がある場合は原則参加できない。
6 競技場では、大声での発声、声援、又は近接した距離での会話等は原則慎む。
7 競技場では、必要に応じて、通切な感染防止対策 (入場者の制限や誘導、手指の消毒、マスク着用、室内の換
気、ディスクなどの消毒)を講じ、感染拡大防止に努める。

8 競技会やフライングディスク教室 (体験)本部に受付名簿、手やディスクの消毒液、赤外線検温計を用意する。
当日、役員や指導者、選手全員が安全に活動できるように、赤外線検温計で体温測定をし、体調をチェックする。

9 感染が発生した場合の参カロ者への確実な連絡を行い、行政機関による調査への協力を行う。
:0 えひめコロナお知らせネットの活用をする。

●ス Tツ 参種類ごとの圏篤慮
一つの密のうち、一つでも
該当しないように注意しましよう。

l:スポーツ庁の公開資料 (R2、 5、 22)「安全に運動・スポーツをするポイント」も参考にしてください。
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こまめな水分・塩分補給、休憩の確保、風通しの良い服装や着帽を行いましょう。
マスクを着用したまま運動をすると、水分補給を忘れ、体温が上がりιこくいことがありますので注意してくだ

き総覇尾ゝE写マ讐lFl翻 」憲警鷺纂葛島響畢副
強農iが上がることがありますので、速度を落とすな
:外すことや休憩を取る等、無理をしないでください。

運 動 不 足 (身体 的 不 活 動 )は 健 康 :こ警 を及 ぼ します 。
安 全 な 響け鐵中鶴際して邁聞贅に運 職ト スポ ーッを行つょうJ轄 けてください。
高 齢 書 や 轟鋼饉躍悪な どのある方 は 、かか りつけ医 に相 談 してく,ましぃ 。


